
 

分析

２学期は授業時数が少ないので情報基礎の実習中心で行った。初めの授業では作品作りについて思考ツールを
使って考えさせるなど工夫してみた。さらに毎時間の目標・振り返りも常に入れた。みんなよく考えていた。話し合い
活動は時間がなくとれなかった。しかし個々に近くの生徒同士で教え合いながらの活動は見られた。時数が少ない
中、よく取り組んでいた。

令和元年度　第２学期　生徒授業評価アンケートより

分析

2学期はほとんどが実習であった。各作業項目のポイントも提示しわかりやすく、作業しやすいように工夫した。作業
中心なので話し合い活動の時間は特に設定しなかったが、常に作品をお互いに見て指摘しあうようにした。各時間の
目標も自分の進度状況に応じて各自で設定し、振り返りも毎時間を入れてみた。目標設定・振り返りはしっかと考え
てた生徒が多かった。振り返りの時間があまりとれず、もう少し時間が必要あると感じた。実習に関してはよく取り組
んいた。作品はまだ完成していないが３学期中の完成を目指す。

分析

2学期はほとんどが実習であった。各作業項目のポイントも提示しわかりやすく、作業しやすいように工夫した。作業
中心なので話し合い活動の時間は特に設定しなかったが、常に作品をお互いに見て指摘しあうようにした。各時間の
目標も自分の進度状況に応じて各自で設定し、振り返りも毎時間を入れてみた。目標設定・振り返りはしっかと考え
てた生徒が多かった。まだまだやり方に工夫が必要であると感じた。実習に関してはお互いに声をかけながらよく取
り組み、ほとんどの生徒が作品を完成させることができた。

学習指導に関する現状と課題（二学期・生徒による授業評価アンケートより）

教科 技術 重点目標
①生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術を習得させる。
②進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。
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生徒からの質問にていねいに答えている
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